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クラウド接続に必要なネットワーク構成の例

LANケーブル

設定用PC
(設定完了後に撤去してOK)

UECS対応型
環境制御装置

ルーター

ハブ

IP:192.168.1.100
SUBNET:255.255.255.0

IP:192.168.1.70
SUBNET:255.255.255.0

IP:192.168.1.1
SUBNET:255.255.255.0

このマニュアルでは、図のようなクラウド接続可能な
ネットワークを作る方法を解説します。

クラウドサーバー
モバイル回線

インターネット
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第１節 クラウド接続の構成要素
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クラウドとはインターネット経由でサーバーや様々なソ
フトウェアなどサービスを利用する形態のことを指します。
その種類は多岐に渡りますが、施設園芸向けには概ね共通
した形態があります。UECS対応、非対応を問わず、施設園
芸向けに様々なクラウドが運用されており、その主な役割
は次のようなものです。以降は施設園芸向けクラウドに限
定した解説を行います。

(a)データの記録と表示（モニタリング）
温室内に設置したセンサのデータを⻑期間に渡って記録

します。記録したデータをグラフ化して値の推移や最大値、
最小値などを表示することができます。

(b)遠隔地からのデータ閲覧
インターネットに接続されたPCやスマートフォンを用い

て、遠隔地からもデータを閲覧できます。人が見に行けな
い時間帯や悪天候時にも温室の中がどのような状況になっ
ているか知ることができます。

(c)異常発生時の警報発信
あらかじめ警報条件を指定しておくことで、異常が発生

した時にPCやスマートフォンで警報を受け取ることができ
ます。近年はメールの他にLINEなどのメッセージアプリに対
応するものもあります。

(d)機器の制御と遠隔操作
遠隔地から機器の設定を変更したり、起動や停止を行え

る遠隔操作機能を備えるものがあります。ただし、この機
能を利用するには、専用の装置を温室に設置したり、追加
料金が必要になる場合があります。

１．施設園芸向けクラウドの機能
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UECS対応クラウドは複数社で運営されていますが、クラ
ウドの仕様と料金体系が各社で異なりますので注意が必要
です。以下に代表的なものを紹介します。

(a)富士通株式会社のAkisai
Akisaiでは月額制または年額制のサービスでモニタリング

用途ではセンサの測定項目数(ノード数) で料金が変わります。
2019年時点で最も安価なプランは3ノード(例えば、温度、湿
度、CO2で３ノードとカウントされます)を記録するのに月額
1,500円かかり、初回は14.4万円の中継機を設置する必要が
あります。クラウドに保持するデータ容量に制限が無いこ
とが利点となっています(ただし、短期記録は1分、⻑期記録
は5分間隔になります)。モニタリングに加えて制御・遠隔操
作を行う場合は別途料金が必要です。このシステムはモニ
タリングのみならモバイル回線が使えますが、制御・遠隔
操作を行う場合は有線回線のみの対応になります。

(b)株式会社ワビットのArsprout Cloud
Arsprout Cloudも月額制または年額制のサービスでデータ

点数と容量によって料金が変わります。例えば気温、湿度、
CO2を測定する場合はデータ点数は3とカウントされます。
契約容量の目安はデータ1点を5分間隔で1年間保存すると、
約10Mになります。（この消費容量は機器の動作頻度などで
変わることがあります。）2019年時点で最も安価なプラン
は10点50Mのプランで、月額1,700円となります。このプラ
ンだと、5点のセンサデータを約1年間、10点のデータを約
半年間記録できます。モニタリングと制御・遠隔操作で料
金の違いはありません。モニタリングに使えるセンサ等は
UECSに対応している限り制限がありませんが、クラウドか
ら遠隔操作できる装置は同社製品かUECS-Pi利用装置、公式
に対応しているもの（三基計装株式会社の製品など）に限
られます。このシステムはモニタリングにも制御にもモバ
イル回線を使用できるため、以降はこちらを中心に解説し
ます。

２．クラウドの契約
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３．モバイル回線の契約

有線のインターネット回線が容易に確保できるならそこ
からクラウドにアクセスできますので、無理にモバイル回
線の契約を行う必要はありません。しかし、農業の現場は
⺠家から離れており、有線回線を引けない事がよくありま
す。

そこで、ここではモバイル回線の契約によりSIMカードを
入手し、インターネット接続する方法を解説します。

契約できる電話会社は複数ありますが、シェアが最も大
きいNTT docomo系キャリアの回線をLTEで契約したものを例
として解説します。「データ通信」以外の機能は不要です。
例えばYoshiMaxの場合、1ヶ月の通信パケット量は5分間隔で
通信する標準的な設定で合計1.4GB程度ですが、機器の動作
状態により増加することがあるのでギガ数は余裕を見て、
月間3GB以上とします。ただし、モバイル回線にWindows PC
を接続する場合、予想以上のギガ数を消耗してしまうこと
があります。この回避方法は後述する「設定用PCの従量課
金モード設定」を参考にして下さい。また、設定用PCから
頻繁に外部サイトを見ないようにして下さい。

注意：
(a)契約する電話会社により利用可能なルーターの機種が異
なる場合があります。
(b)SIMカードには大きさが複数あり、ルーターによって使え
る大きさが決まっています。
(c) MVNOの格安SIMの場合、どこのキャリアを使用している
か調べること。docomo系のキャリアを使用するMVNOであ
ればdocomo用のルーターで利用できます。
(d)接続に必要な情報があります。「APN」、「接続ID(ユー
ザー名)」、「接続パスワード」、「接続先電話番号」です。
必ず契約時にこれらの情報を入手して下さい。
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４．ルーターの選定

サン電子 RX210 SC-RRX210(NTT docomo用)

温室内に設置するには信頼性の高い産業用ルーターを推
奨します。ルーターが停止してしまうとクラウドへのデー
タの記録だけでなく、遠隔操作や警報の発信ができなくな
るおそれがあります。図のRX210の本体価格はおよそ4万円
ですが、ACアダプタ(RXACADP 3A-12RWU12-020 約5000円)と
アンテナ(FMSP800W-H2.5W-MIMO 約5000円)が別売りなので
必ず購入する必要があります。使用するSIMカードは標準サ
イズです。本機は電源管理と制御部分が独立しており、1日
に1回強制的に再起動させる設定ができるため、これを設定
しておけば制御部分がフリーズした場合も自動的に復帰で
きます。
注意：
図ではロッドアンテナを使っていますが、温室向けには本体から
引き出せる外部アンテナをお勧めします。アンテナは電気配線か
ら離してなるべく高い場所に設置してください。
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５．Ethernet ハブの選定

UECSでは100Base‐Tのハブが最適です。より通信が速い
1000Base‐Tのハブも利⽤はできますが、UECS対応の環境制御
機器は100Base‐Tまでの対応となっており、性能を活かせま
せん。
ハブの耐⽤年数はおおむね10年とされていますが、温室

内の⾼温下で使⽤するため耐⽤年数より早く故障すること
があります。

図は⾼温耐性を⾼く（60℃）設計してある産業⽤ハブで
す。ただし、8ポートで約1万円と⾼価です。さらに電源別
売りで12Vか24Vの電源を別途購⼊する必要があります。こ
れらを直射⽇光に晒されやすく⾼温が予想される場所に使
⽤し、他は放熱性の良い⾦属筐体の通常ハブ（産業⽤ハブ
の半額以下）で置き換える、などでコストとのバランスを
取っても良いでしょう。プラスチック筐体のハブを使う場
合は、⼩型のものは避けます。また、これらの電⼦機器を
⼩さい防⽔箱に⼊れると熱が籠もって寿命が縮みます。防
⽔箱には容量に余裕のあるものを選定して下さい。

MISUMI IESH‐MB208‐R(8ポート)
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６．LANケーブルの選定

手軽に交換可能な短距離であればCAT5以上の通常ケーブ
ルで代用しても問題ありませんが、劣化したら交換するこ
とが前提での利用になります。直射日光に晒される場所に
は図のような屋外用の二重被覆LANケーブルを使います。⿊
色部分は日射に晒されても劣化しにくくなっています。こ
れが使えない場合、コルゲート管に通すことで防護します
(⿊いポリエチレンパイプでも代用できます)。

ケーブルはなるべく市販の完成品を利用して下さい。先
端のコネクタを圧着する自作用ケーブルキットが市販され
ていますが、これを使うのは(a)ケーブルの品質を評価でき
る手段があること、(b)コネクタの通らない細い穴などを通
過させる場合に限定した使用を推奨します。自作ケーブル
はケーブルテスターを使ってチェックしないと品質のバラ
ツキが大きくなり、接続不良が出ることがあります。爪が
折れない、極細など、特殊な素材のケーブルは高温で予想
外の劣化を招いたりトラブルの原因になりますので利用は
控えて下さい。

通常

屋外用

屋外用の二重被覆LANケーブル
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７．機材とサービスの参考価格

機材 スペック 価格（円）

産業用ルーター LTE対応 電源 アンテナ含む 50,000

産業用ハブ 100Base-T 8ポート 10,000

金属筐体ハブ 100Base-T 8ポート 3,400

屋外用二重被覆LANケーブル CAT5e 10m 2,500

屋外用二重被覆LANケーブル CAT5e 20m 4,000

屋外用二重被覆LANケーブル CAT5e 50m 6,000

設定用PC Windows 10 Pro ノート型 100,000

防水箱 WB-12AOMなど 3,500

サービス 契約内容 月額(円) 年額(円)

MVNO モバイル回線契約 3GB/月 データ通信のみ 1,000 12,000

MVNO モバイル回線契約 5GB/月 データ通信のみ 1,500 18,000

Arsprout クラウド 10点 50M (保存期間約半年) 1,700 20,400

Arsprout クラウド 10点 100M (保存期間約1年) 2,000 24,000

Arsprout クラウド 20点 200M (保存期間約1年) 2,750 33,000

Arsprout クラウド 20点 400M (保存期間約2年) 3,950 47,400

参考データとしてクラウド接続に必要となる主な機材の
価格を記します（環境制御装置本体価格を除く）。

参考データとしてクラウド接続に必要となる主なサービス
の価格を記します（2019年現在）。

注意：
2019年現在のYoshiMaxは最大22点の測定データおよび機器の

作動記録をクラウドにアップロード可能ですが、Arsproutクラウ
ドの料金体系は10点単位で価格が変わるので、アップロードす
る項目を限定して、10点または20点以内に抑えたほうがコスト
を減らせます。
保存期間は契約したデータ点数を全て使用し、5分間隔でデー

タを記録した時の概算値ですが、機器の動作頻度や値の推移に
よって変動することがあります。
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第２節 YoshiMaxを用いた実施例
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１．UECS対応型環境制御装置

UECSコントローラー部
（UECS盤）

制御機部
（制御盤）

YoshiMaxは施設園芸向けの環境制御装置で図の２つのユ
ニットで構成されています。本体に直結されたセンサ以外
にもUECSに対応したネットワーク上の他のセンサも接続し
て情報を利用することができます。

Arsprout Cloudとの通信機能を内蔵しており、ルーターが
あれば中継機無しでクラウドに接続できます。本体に自律
動作機能が内蔵されているため、クラウドとの通信が途絶
しても動作を続けることができます。

以降ではこの装置を例として、クラウドに接続して運用
するための設定方法を解説します。

YoshiMaxについて
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IPアドレスには主に、(a)特殊な意味を持つアドレス、(b)有償で
使用権を取得する必要があるグローバルIPアドレス、(c)個人が自由
に使えるプライベートIPアドレスの3種類があります。

一般にLANを作る場合、プライベートIPアドレスを使用します。
これは接続する装置の最大数によってクラスA(最大約165万台)、ク
ラスB(最大約6万台)、クラスC(最大254台)の3種類のつけ方から選択
します。実際には数万台の装置を接続することは稀なので、クラ
スCがよく使われます。

もし、設定に迷ったら、サブネットマスクを255.255.255.0とし、IP
アドレスに192.168.1.1〜 192.168.1.254の範囲で一番右側の数字だけ
を変更して装置ごとに被らないように割り振ると、これだけでも
200台以上の装置を接続できます。

より厳密に解説するとIPv4アドレスの4つの数字をAAA.BBB.CCC.DDD
とすると、クラスCで設定可能なIPアドレスの範囲は
AAAの部分は192
BBBの部分は168
CCCの部分は0〜255
DDDの部分は1〜254
とされています。クラスCのアドレスではAAA.BBB.CCCの部分をLAN
内の全ての装置で一致させておきDDDの部分だけを変えて割り振る
のが一般的です。

サブネットマスクはLAN内の装置をグループ分けして通信の範囲を
管理するためのものですが、グループ分けしない場合、クラスCで
は255.255.255.0とするのが一般的です。この設定では例えば
192.168.1.1と192.168.1.2の装置同士は通信できますが、192.168.0.1
と192.168.1.2ではサブネットが異なるためブラウザでの通信（TCP
通信）はできなくなります。

注意：
LAN内のUECS装置間で行われるデータ通信（UDPブロードキャスト
通信）はブラウザとは方式が異なり、IPアドレスやサブネットマス
クに関係なく同じLAN内に装置が繋がっていれば通信できます。こ
のため、IPアドレスの設定を間違っているとUECSのデータは通信で
きてもブラウザで設定変更画面にアクセスできないことがありま
す。

２． IPアドレスに設定可能な値
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設定の過程でIPアドレスを変更する必要があります。以下に
Windows10のPCのIPアドレスを手動で設定する方法を記載します。
ここでは有線LANに接続する場合の設定方法を解説します。
もし、これらの操作に不慣れな場合はいつでも元に戻せるように

変更前の値をメモして下さい。

３．設定用PCのIPアドレス変更

(1)画面左下の①Windowsボタン、②設定ボタンの順に
クリックします。

①

②

(2)「ネットワークと
インターネット」を
クリックします。

-13-



(3)「アダプターの
オプションを変更
する」をクリック
します。

(4)複数のアイコン
が表示されること
がありますが、
「イーサネット」
を選びダブルク
リックします。

(5)「プロパティ」をクリックしま
す。
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(6)「…TCP/IPv4」と書かれた
項目をダブルクリックします。

(7)左のような欄が出てきます。最初
は空欄になっているかもしれません。

(8)右はIPアドレスの設
定例です。このように
書き換えて「OK」ボタ
ンをクリックします。
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４．設定用PCの従量課金モード設定
Windows10のPCはインターネット接続時に自動的にアップデートを
行いますが、ギガ数に制限のあるモバイル回線に接続すると、限界
ギガにすぐに達してしまい、支障を来すことがあります。これを防
ぐには「従量課金モード」を使用します。

①

②

(1)PCをLANケーブルでハブなどに接
続し、①画面右下のネットワークア
イコン(地球マークの時もあります)
をクリックし、②「ネットワークと
インターネットの設定」をクリック
します。（事前にIPアドレスを正常
に設定する必要があります）

(2)出てきた画面から
「接続プロパティの変更」を選びます。

(3)①「重量課金接続として設定
する」というスイッチをONに
する。さらに、②「…通信量上
限を設定する」をクリックしま
す。

①

②

(4)「上限を設定」をクリック
します

(5)月ごとに容量制限のある回線では「毎月」
「リセット日」「データ通信量の上限」を設
定し保存ボタンをクリックします。「データ
通信量の上限」は契約ギガ数と同じにすると
他の装置の容量が無くなるので、契約ギガ数
の1/3を目安に設定します。
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５．ルーター（RX210）の設定

(1)ルーター横のネジを外し、蓋を開
けるとSIMカードスロットがあるの
で、標準サイズのSIMカードを差し
込み、蓋を閉めます。

LANケーブル

アンテナ

電源

設定用PC
(2)ルーターにアンテナと電源を接続し、LANケーブルで設定用PC
と直結します。ルーターにはケーブルを挿す場所が２つありま
すが、LAN1と書かれた側を使用します。ルーターの起動を3分ほ
ど待ちます。

(3)「設定用PCのIPアドレ
スの変更」の項目を参
考にしてPCのIPアドレス
を「192.168.62.100」に
設定します。
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①

②
③

(4)PCのブラウザを起動し、①URL欄に「192.168.62.1」
と入力してEnterキーを押すと図のような画面が出るの
でユーザー名に②「admin」パスワードに「1234」と入
れて③「OK」をクリックします。

①②
③

④

(5)この画面になるので、左側の部分の①「インターフェイ
ス」②「LAN」をクリックするとIPアドレスの設定に入れます。
③の欄を「192.168.1.1」に変更し、④「設定」をクリックしま
す。下の方に設定完了と出たら一度ブラウザを閉じます。
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(6)「 設定用PCのIPアドレ
スの変更」の項目を参考
にしてPCのIPアドレスを
「192.168.1.100」に設定
します。

(7)再度PCのブラウザを起動し、①URL欄に
「192.168.1.1」と入力してEnterキーを押すと図のよう
な画面が出るので②「ユーザー名」に「admin」、「パ
スワード」に「1234」と入れて③「OK」をクリックし
ます。

①

②
③
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①

② ③

(8) 画面左側の①「インター
フェイス」、②「モバイル
通信端末」をクリックして
出てくる画面から③「APNの
設定」をクリックします。

(9)「追加」ボタンをクリックします。
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①
②

③

④

(10)①に回線契約時に得たAPNの文字
列を入力します。図はdtiに接続する
例です。②には通常はIPと入力して
下さい。③は任意の文字を入力しま
す。終わったら④「設定」をクリッ
クします。

(11)赤枠が追加された設定を示しています。ここに意図し
た設定内容が表示されていることを確認し、「戻る」ボタ
ンをクリックします。
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(12)ダイヤルアップの「設
定」をクリックします。

(13)①ダイヤルアップ接続
を行う、②「ダイヤル
アップ先の設定」クリッ
クします。

①
②
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①

②

④

⑤

(14)①「電話番号」に回線契約時に入手した接続先電話番号(＊９９＊
＊＊１＃など)、②「ID」と③「パスワード」にも回線契約時に入手し
た文字列を入力します。④「メモ」に識別用の任意の文字を入力、最
後に⑤「設定」ボタンをクリックします。

③

(15)設定を有効に
するため、「再起
動する」をクリッ
クします。

再起動には3分ほ
どかかります。
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(17)設定を有効にするた
め、「再起動する」をク
リックします。

再起動には3分ほどか
かり、起動後にしばらく
して本体上部のMOBILE
のLEDが点灯(点滅)すれば
設定は成功です。

①

②

(16)ルーターが再起動したら再度ブラウザで「192.168.1.1」にアクセス
し、IDとパスワードを入力してログインします。画面左側を①「イン
ターフェイス」、②「モバイル通信端末」、③「ダイヤルアップ」の順
にクリックし、出てきた画面で④「ダイヤルアップ接続を行う」⑤「自
動接続を行う」のチェックを入れ、⑥無通信監視の時間を3600秒に、⑦
「設定」ボタンをクリックします。

③ ④

⑤

⑥

⑦
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①

② ③ ④

(18)ルーターが再起動したら再度ブラウザで
「192.168.1.1」にアクセスし、IDとパスワー
ドを入力してログインします。画面左側を
①「ネットワーク」、②「フィルタリン
グ」、③「FORWARD」の順にクリックし、
出てきた画面で④「追加」をクリックしま
す。

(19)①「インターフェイ
ス」に全て、②「方向」に
送信、③「動作」に許可、
④「プロトコル」にUDP、
⑤「相手ポート」に1194-
1194、⑥「メモ」には任意
に識別用の文字を入力し、
⑦「設定」ボタンをクリッ
クします。

①
②
③
④

⑤
⑥

⑦

注意：
このページに記載された設定(UDPポート1194番を開ける)はWaBit社 Arsprout Cloudに

特有の仕様です。設定を行わない場合、温室側からはクラウドにデータのアップロー
ドはできますが、クラウド側から温室にアクセスできない状態になります。標準で全
ての通信を許可するようなルーターでは設定不要です。

-25-



(20)画面左側の①「各種サービス」、②「DHCPサービス」をクリッ
クし、出てきた画面の③「DHCP機能を使用する」をチェックします。

図中では④「リース開始アドレス」、⑤「個数」はそれぞれ
「192.168.1.200」と50個にしていますが、この設定では今後、 IPアド
レスを自動設定にしたPCやスマートフォンなどを温室に接続した場合、
192.168.1.200〜 192.168.1.250の範囲でアドレスが割り振られます。も
し、このIPアドレスの範囲が温室内の他の装置と重複する場合、重な
らないように範囲や個数を変更します。
⑥⑦「…DNSサーバ」には電話会社の提供するものやパブリックな
DNSサーバーのIPアドレスを最大2つ入力しますが、図ではGoogleのパ
ブリックDNSサービスを使うように設定しています。
最後に「設定」ボタンをクリックします。

注意：
このページに記載された設定は、温室のLANに新たな端末を追加接

続したときIPアドレスを自動割当できるようにするもので、全ての装
置のIPアドレスが手動で設定されている場合は無理に変更する必要は
ありません。

①

② ③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
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①

②

④
③

注意：
このページに記載された設定は必須ではありません。異常発生時

にすぐに行けない場所にルーターを設置するときに設定しておくと
ルーターが異常停止するリスクを減らすことができます。

(21) ①「本体設定」、②「電源制御」をクリックします。③「ハー
ドウェアの自動電源…」のチェックを入れ、④「間隔」を１日にす
ると、最初に電源を入れた時間から24時間後に自動的に再起動しま
す。これにより、ルーターがフリーズしても再起動で復帰できる程
度の軽微なエラーなら自動復帰できます。ただし、再起動中は通信
できない時間帯ができるので、データ通信が3分間ほど途絶すること
があります。
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①
②

③

(22) ①「本体設定」、②「パスワード変更」をクリックします。③
に古いパスワード（工場出荷時は「1234」）を入力し、④と⑤の欄
に新しいパスワードを2回入力し⑥「変更」ボタンをクリックします。
以後、このルーターには新しいパスワードでしかログインできなく
なります。

④
⑤

⑥

注意：
設定したパスワードが分からなくなった場合の対処法はここでは

解説できませんので、ルーターの製造メーカーに問い合わせて下さ
い。
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(23)一度ルーターのACアダプタを抜いて電源を切り、再び
電源を入れます。再起動に3分ぐらいかかりますが、本体
上部の「MOBILE」と表記されたLEDが点灯(点滅)したこと
を確認します。

(24)PCのブラウザを起動し、幾つかWebページを閲覧して動
作テストします。この段階で設定が正しければ、問題なく
閲覧できるはずです。これでルーターの設定は完了です。
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LANケーブル

設定用PC YoshiMax

制御盤
UECS盤

６．YoshiMaxのクラウド接続準備

(1)工場出荷時設定のYoshiMaxのUECS盤(UECSコントロー
ラ盤)と設定用PCとLANケーブルで直結し、全ての電源を
入れます。( YoshiMaxの起動には3分ほどかかります)

(2)「設定用PCのIPア
ドレスの変更」の項
目を参考にしてPCの
IPアドレスを
「192.168.0.100」に
設定します。
(設定時にエラーが出
ることがありますが
無視して続行して下
さい)
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このマニュアルではクラウド接続に必要な設定項目のみ
を解説します。栽培用の設定は栽培に関連するマニュアル
を参照して下さい。

(3)PCからブラウザを起動し、URL欄に192.168.0.70と入力してア
クセスします。すると、パスワード入力欄が出てくるのでパス
ワードを入力してログインボタンをクリックします。工場出荷時
から変更していない場合のパスワードは「admin」ですが、セ
キュリティ向上のため後から変更することを推奨します。

注意：
ここで入力する管理パスワードはYohsiMaxの本体に設定されて

いるものです。クラウドにログインするためのパスワードとは違
います。
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(4)図の画面が表示されるのでセットアップ→ノード設定
をクリックします

⑤

(5)次のように入力します。
（現在時刻がずれている場合は、
「変更」をチェックして正しい時
刻を入力し「保存」ボタンをク
リックします）
①「IPアドレス」に
「192.168.1.70」
②「サブネットマスク」に
「255.255.255.0」
③「デフォルトゲートウェイ」
に「192.168.1.1」
④「DNSサーバ」に
「192.168.1.1」
終わったら、①「保存」ボタン
をクリックします。

①
②
③
④
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(6)「設定用PCのIPアドレ
スの変更」の項目を参
考にしてPCのIPアドレス
を「192.168.1.100」に戻
します。

(7)PCからブラウザを起動し、URL欄に今度は
192.168.1.70と入力してアクセスします。すると、
パスワード入力欄が出てくるのでパスワードを入
力してログインボタンを押します。
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①
②

③

④

⑤

(2)①に最初から入っているURLは変更しないで下さい。②にはArsprout Cloud契
約時に入手したユーザーIDとパスワードを入力します。③の欄は通常は5分に
します。0を入力するとクラウド連携を停止するという意味になります。④に
はクラウドに記録する項目を指定します。「有効」にチェックしたセンサや動
作状態がクラウドに記録されます。「記録間隔」は通常５分とします。全ての
入力が終わったら⑤の「保存」ボタンをクリックします。

注意：
ここで入力するパスワードはYoshiMax本体の管理パスワードではなく、クラ

ウドの契約時に発行されたものになります。

(1)セットアップ→クラウド連携
設定をクリックします

７．Arsprout Cloudの設定入力
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LANケーブル

設定用PC
(設定完了後に撤去してOK)

YoshiMax

制御盤
UECS盤

ルーター

ハブ

(3)図のように接続して全ての装置の電源を入れます。
この構成でクラウドへのデータのアップロードが始まり
ます。クラウドへの接続準備が完了するまで10分程度か
かります。また、安定してデータが閲覧できるまで30分
程度かかりますので、十分な待ち時間が経過した後「ク
ラウド側からの動作確認」に移ります。
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YoshiMaxの2019年時点のバージョンでは最大
22点のデータ項目をクラウドに記録できますが、
記録が不要な項目を登録する必要はありません。
より⻑期間データを保持したい場合や、多数の
データ項目を記録したい場合はArsprout Cloud
契約容量を増やしてください。

容量が減ってきた場合、手動で日付範囲を指
定して過去のデータを消去することで容量を回
復することができます。この場合、消す前に
データをCSV形式でダウンロードしてバック
アップすると良いでしょう。ただし、一度消し
たデータを復活させたりクラウド上で閲覧する
ことはできません。

もし、データを消去したくない場合は、後か
らクラウドのプランを変更して容量を増やすこ
とができます。同様にデータ点数も後から増や
せます。

YoshiMaxではクラウドに接続していない間も
動作中にセンサ値の履歴を保持しています。そ
のため、クラウドに接続すると、接続以前の
データも表示されることがありますが、これは
仕様です。

８．クラウド接続時の補足事項
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①

②

③

９．クラウド側からの動作確認

(1)PCのブラウザで
「https://cloud.arsprout.net/」の
URLにアクセスします。
クラウド契約時に入手したユー
ザーIDとパスワードを入力し、
ログインボタンをクリックしま
す。

※以降はYoshiMaxがクラウド接続状態になっていることを
前提に解説します

(2)最初に図の画面が出てくるので、
①「名称」のところに識別用に温室
の名前を入力（例では温室１とし
た）、②のところを適当に選択（例
ではハウスモニタとした）、③の
「保存」ボタンを押します。
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(3)図の画面になるので、左上の
「≡」ボタンをクリックします。

(4)画面左側にメニュー
が表示されます。
「計測値」を選んでク
リックします。
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(5) YoshiMaxと通信ができていれば、下図のような表示が
出てきて温室内の最新値を確認できます。正常に動作し
ていればおおよそ過去15分以内の値が表示されます。

※データの時刻がおかしい場合、原因は以下のいずれかです。
(a)YoshiMaxの日付時刻がずれている。
(b) データの転送が終わっていない。(YoshiMaxはクラウド接続以
前の計測データも一定期間本体に保持しており、これを転送し
終わるまで現在値は表示されません)
(c)通信が途絶して、表示が更新されていない。
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①

②

(6)次に左上の「≡」ボタンを
クリックし、出てきたメ
ニューから「チャート」をク
リックします。

(7)最初は何も表示されないのでデー
タ項目表示ボタンをクリックすると
表示可能なデータの一覧が出てきま
すので、表示テストのために任意の
項目にチェックします。

データ項目表示ボタン
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(8)チェックした項目の時系列変化が表示されます。起動直後
はデータ点数が少ないため綺麗なグラフにはなりません。図
のように表示するには丸一日動作させる必要があります。

以降は電源を入れておくだけで自動的にデータが蓄積され
ます。設定用PCは取り外して構いません。インターネットに
接続されていれば温室の外からでもクラウドにアクセスして
情報を閲覧できます。
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10．クラウドの基本操作

ここではクラウドの操作に最低限必要な部分のみ解説します。
より詳しい情報はWaBit社のマニュアルを参照して下さい。

（以下のURLよりArsproutクラウド簡易マニュアルを参照）
https://www.arsprout.net/archive/doc/#arsprout-cloud-guide

ブラウザからURL「https://cloud.arsprout.net」に
アクセスしてクラウド契約時に入手したユーザーID
とパスワードを入力し、ログインボタンをクリッ
クします。
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(1)左上の「≡」ボタンを押して出てくるメ
ニューから「計測値」をクリックすると最新
値が表示されます。
(2)正常に動作していれば過去15分以内の値が
表示されます。通信が途絶した場合、時間の
表示が赤くなります。
(3)右下のアイコンから①データの削除と②表
示設定の変更ができます。削除を行うとクラ
ウド上から蓄積したデータが消えてしまいま
すので注意して下さい。

○計測データの表示

①

②
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○計測データのグラフ表示

(1)左上の「≡」ボタンを押して出てくるメ
ニューから「チャート」をクリックするとグ
ラフ表示できます。
(2)最初に①のボタンをクリックし、表示する
項目を選択する必要があります。複数の異な
る値を同時に表示することができます。
(3)②③のボタンで１日単位で表示する日を変
更します。④で日付を直接指定できます。
データが記録されていない日ではグラフが表
示されません。⑤表示期間を1日、3日、7日間
に変更できます。

①② ③

⑤

④
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(1)左上の「≡」ボタンを押して出てくるメニューから「ノード」
をクリックするとクラウドに接続された装置一覧が出てきます
（図では2台のYoshiMaxを接続中）。⻭⾞ボタンをクリックすると
そのYoshiMaxのログイン画面が出てきます。

注意：
センサデータは見られるのに⻭⾞マークが表示されないと

きはルーターの設定で必要なポート(UDP1194番)が開いていな
い可能性があります。本マニュアル「ルーター（RX210）の
設定」の項目を参照し(18)と(19)の操作を正しく行ったか確認
してください。

○YoshiMaxの遠隔操作
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(3)ノード一覧に表示されてい
る右側のボタンは遠隔操作で
YoshiMaxを再起動できます。

(2) YoshiMaxのログイン画面にパスワードを入力してログイ
ンすると、 YoshiMaxを遠隔操作できます。これはインター
ネットに接続されていればどこからでもアクセスできます。
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○YoshiMaxの登録解除

(1)クラウドには接続の必要が無くなった装置も登録が残っ
ていまいます。「ノード」画面の右下の「ー」ボタンをク
リックすると削除モードに入ります。

(2)削除したい装置に表示された「✕」ボタンをクリッ
クすると装置の登録を削除できます。ただし、この登
録解除は作動中の装置のクラウド接続を停止する効果
はありません。作動中の装置を削除しても数分後に再
登録されます。もし、装置側からクラウド接続を停止
する場合は、クラウド連携設定に入り連携間隔を0にし
て下さい。
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(4)真ん中のボタンをクリックする
とYoshiMaxの設定ファイルをダウ
ンロードできます。YoshiMaxの入
力値などの設定をPCに保存してお
くことができます。

注意：
ここからダウンロードしたデータはパスワードなどの重要
な情報を含む可能性があるため他人に譲渡しないでくださ
い。保存した設定データの取り扱いについては、本マニュ
アル「保存したYoshiMaxの設定データを使う時の注意」の
項目を読んでください。

○YoshiMaxの設定データのダウンロード
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○計測データのダウンロードと消去
(1)「≡」ボタンを押して出てくるメニューから
「データベース→計測データ」をクリックす
るとクラウドに記録されたデータ一覧が出て
きます。
(2)①開始ー終了日を指定し、②操作するデー
タをチェックし、③ダウンロードボタンをク
リックするとCSV形式でのダウンロード、④
「削除」ボタンをクリックすると削除ができ
ます。期間指定を空欄にすると記録された全
期間に対して操作を行います。

①
③

②

④

注意：
ダウンロードの時に出る選択肢はExcelで読み込む場合、

Shift-JISを選んで下さい。不定期に動作する機器の動作
データを除いてセンサだけ選んでダウンロードすると時
系列が綺麗に揃います。
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○警報メール設定

①
②

(1)右上のユーザーIDをクリッ
クすると「設定」という選択
肢が出てくるのでクリックし
ます。

(2) メールアドレスを２つ
登録できるので警報を受
け取るメールアドレスを
入力し保存ボタンをク
リックします。

(3)次に、左上の「≡」ボ
タンを押して出てくるメ
ニューから「警報」をク
リックします。

①

②

③

(4)①警報の追加、②警報の削除、③警報
の設定変更ができます。
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(4)警報の追加ボタンを押すと
図のような設定項目が出てきま
す（下にスクロールできます）。

①作成する警報の名前を記入し
ます。②警報が解消しない場合、
メールを送信する間隔を指定し
ます。③異常状態がこの時間以
上継続したら警報を発生します。
データの記録間隔(通常は5分)
より短くできません。

④警報条件は以下の５種類から
選択でき、⑤に詳細な警報の対
象を入力します。

(a)「センサ値範囲」
センサ値が指定した値の範囲か
ら外れた場合に警報を発生させ
る。
(b)「センサ死活」
センサと通信が途絶したら警報。
(c)「ノード軽度異常」
接続中のノード(YoshiMax)が軽
度異常状態で警報を発生させる。

①

④

② ③

⑤

(d)「ノード重度異常」
接続中のノード(YoshiMax)が重度異常状態で警報を発生させる。
(e)「ノード死活」
ノード(YoshiMax)と通信が途絶したら警報を発生させる。

⑥にはあらかじめ設定した警報を送るメールアドレスが表示され
ます、最後に⑦保存ボタンをクリックします。⑧をチェックして
おくと、警報が解消した場合にも通知が来ます。

⑥

⑦
⑧
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11．２台目のYoshiMaxの導入

クラウドサーバー

YoshiMax 2

YoshiMax 1

クラウドサーバー

YoshiMax 2

YoshiMax 1

(a)回線を分ける方法
IPアドレスの設定は全く同じでUECSの設
定だけを変えます。

(b)回線を共有する方法

設定は簡単になりますが、
コストがかかります。

それぞれのYoshiMaxのIPア
ドレスとUECSの設定を変え
る必要があります。

IP:192.168.1.70
room=1

IP:192.168.1.70
room=2

IP:192.168.1.1

IP:192.168.1.1

IP:192.168.1.1

IP:192.168.1.70
room=1

IP:192.168.1.71
room=2

コストは抑えられますが、LANの引けな
い離れた温室には使えないという弱点が
あります。
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(a)回線を分ける方法の場合
クラウドのアカウントだけを共有してモバイル回線(SIMカード)、
ルーター、ハブ等の機器をYoshiMaxの数だけ揃えます。クラウドの
アカウントは契約容量、データ点数を増やす必要があります。IPア
ドレスとルーターの設定は全く同じにできます。２台目のYoshiMax
は１台目と比較して以下の部分だけ設定を書き換え、他は同じに
設定します。

(2)セットアップ→センサ設定に入
りroomの項目を全て２にします

(1)セットアップ→ノード設定に入り、①「ノード表示名」「ノー
ドCCM名」を識別しやすいように１台目とは別の文字に書き換え
ます。②の一番左の欄を2に書き換えます。

①

②

※同じアカウントにデータをアップロードする場合、2台の
YoshiMaxでクラウドのユーザーIDとパスワードを同じにします。
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(b)回線を共有する方法の場合
クラウドのアカウントとモバイル回線を共有します。クラウドの
アカウントは契約容量、データ点数を増やす必要があります。モ
バイル回線のギガ数は5GB以上での契約を推奨します。２台目の
YoshiMaxは１台目と比較して以下の部分の設定を書き換えます。

(2)セットアップ→センサ設
定に入りroomの項目を全て
２にします

(1)セットアップ→ノード設定に入り、①「ノード表示名」「ノード
CCM名」を識別しやすいように１台目とは別の文字に書き換えます。
②の一番左の欄を2に書き換えます。③IPアドレスを1台目と重複しな
いように192.168.1.71にします。

①

②

③

※同じアカウントにデータをアップロードする場合、2台の
YoshiMaxでクラウドのユーザーIDとパスワードを同じにします。
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○クラウドでの表示

(1)２台のYoshiMaxを接続している場合、計測値表示では上
図の場所のボタンから表示する温室を切り替えられます。

(2)チャート表示では を
押した時に右から出てくる
メニューにRoom1とRoom2
の選択肢が出現し、ここを
クリックするとそれぞれの
温室の計測データを選択で
きます。
２つの温室のデータを同時
に表示して比較することも
できます。
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12．保存したYoshiMaxの設定データを

クラウドを利用していない場合でも設定ファイルの保存を
行うことは可能です。温室のPCからYoshiMaxにアクセスし
てセットアップ→ノード設定に入り下方にある「ダウン
ロード」ボタンをクリックするとPCに設定ファイルを保存
できます。（画面は2019年以前のバージョンです）

2020年以降のバージョンのYoshiMaxでは設定データのダウ
ンロード時に「クラウド連携情報を含む」「クラウド連携
情報を含まない」の選択肢が出現します。それぞれの違い
を解説します。

(a) 「クラウド連携情報を含む」
クラウドに接続したときの個体識別ID（ノードID）を含む
ため、故障時などに本体が交換されてもこのデータを読み
込めば以前の状態を引き継ぐことができます。この設定
データはパスワード等の重要な情報を含む可能性があるた
め他者に譲渡しないでください。クラウドの画面からダウ
ンロードした設定データは全てこれと同じ状態になります。

(b)「クラウド連携情報を含まない」
他者に設定データを譲渡する場合はこの選択肢を選んでく
ださい。

使う時の注意
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PCに保存した設定ファイルをYoshiMaxに書き込む場合、以下の点に
注意が必要です。

(a)2019年以前のバージョンを使用している場合
・クラウド連携を行っていないYoshiMax同士でのみ他の個体のデー
タを書き込むことができます。
・クラウド連携中に保存した設定ファイルは基本的にそのYoshiMax
専用となり、他のYoshiMaxに書き込むことは推奨されません。
・クラウド連携前に保存した設定ファイルをクラウド連携後の
YoshiMaxに読み込ませると、個体識別ID（ノードID）が消えてしま
うため、クラウドが正常に機能しなくなることがあります。この問
題を避けるためクラウド連携後には、クラウド連携後に保存した設
定ファイルだけを使うようにしてください。
・いずれの場合もネットワーク関連設定（IPアドレス、サブネット
マスク、デフォルトゲートウェイ、DNSサーバ）は設定データから
は読み込まれませんので必要に応じて手動で入力してください。

(b)2020年以降のバージョンを使用している場合

・このバージョンでは上の図のように設定ファイルの所に「クラウ
ド連携情報を含む」「クラウド連携情報を含まない」の選択肢が出
現するためバージョンの識別ができます。
・クラウドを利用しており、故障などで本体を交換した場合「クラ
ウド連携情報を含む」を選んで設定ファイルをアップロードするこ
とで以前の状態を復旧することができます。ただし、これが可能な
のはクラウド連携後に「クラウド連携情報を含む」を選んで設定
ファイルを保存していた場合に限られます。
・YoshiMaxの設定データを別の個体に読み込ませる場合、「クラウ
ド連携情報を含まない」を選んで設定ファイルをアップロードする
ことで栽培に関する設定だけを他のYoshiMaxからコピーすることが
できます。
・いずれの場合もネットワーク関連設定（IPアドレス、サブネット
マスク、デフォルトゲートウェイ、DNSサーバ）は設定データから
は読み込まれませんので必要に応じて手動で入力してください。
※本ページの図はYoshiMaxユーザガイドバージョン1.6より転載しています
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①
②

PCに保存した設定ファイルをYoshiMaxに書き込む場
合、YoshiMaxの設定画面からセットアップ→ノード
設定に入り、①「参照」ボタンをクリックしてPCに
保存されている設定ファイルを選びます。次に②
「アップロード」をクリックするとYoshiMaxに設定
が書き込まれます。
ただし③のIPアドレスに関連する設定だけは復帰で
きませんので、YoshiMaxが再起動した後に手作業で
入力し直します。

③

〇2019年以前のバージョンを使用している場
合の操作例
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13．連絡・サポート先

○YoshiMaxの操作方法や不具合について

三基計装株式会社サポート連絡先
YoshiMax@sankikeiso.co.jp

注意： このマニュアルに基づいて設定した場合、
YoshiMaxのIPアドレスが192.168.1.70（YoshiMaxが2台
あり、回線を共有している場合は192.168.1.70または
192.168.1.71）になっていることをサポートスタッフ
に申告して下さい。

○クラウドの操作方法や不具合について

株式会社ワビット Arsprout クラウド
https://www.arsprout.net/arsprout/arsprout-cloud/

-59-



UECS対応型環境制御装置のクラウド接続マニュアル
2020年2月

このマニュアルは、農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事
業（うち経営体強化プロジェクト）」の支援を受けて作成されました。

編集・発行
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
西日本農業研究センター地域戦略部研究推進室

〒721‐ 8514 広島県福山市西深津町6‐12‐1
Tel. 084‐923‐ 5385 Fax. 084‐923‐5215

ホームページ
http://www.naro.affrc.go.jp/warc/index.html

農研機構(のうけんきこう)は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機
構のコミュニケーションネーム(通称)です。




